
主    催 東海四県フェンシング協会、東海高等学校体育連盟

主    管 愛知県フェンシング協会、愛知県高等学校体育連盟フェンシング部

１． 期 日 1) 平成２８年１月１７日（日）  午前　９時３０分～ ウ）各学校にあっては、都道府県高等学校体育連盟の大会から出場が認められ、全国大会への出場条件が

2) 競  技 平成２８年１月１７日（日）  午前１０時３０分～ 満たされていること。

２． 会 場 知多市民体育館・卓球剣道場 エ）各学校にあっては、部活動が教育活動の一環として、日常継続的に責任ある顧問教諭の指導のもとに

愛知県知多市緑町５番地  ℡ 0562(33)3361 適切に行われており、活動時間が高等学校にくらべて著しく均衡を失しておらず、運営が適切であること。

３． 競 技 規 則 1) (公社)日本フェンシング協会規則および(公財)全国高等学校体育連盟フェンシング専門部規則による。 2) 大会参加に際して守るべき条件

2) 試合規則に適合する用具を持参すること。 ア）全国高等学校選抜フェンシング大会実施要項を遵守し、大会申し合わせ事項等に従うとともに、大会の

４． 競 技 方 法 フルーレ学校対抗戦 円滑な運営に協力すること。

1) 全試合電気武器を使用する。 イ）大会参加に際しては、責任ある教員が引率するとともに、万一の事故に備えて傷害保険に加入しておく

2) ４チーム総当たりのプール方式とする。 等、万全の事故対策を講じておくこと。

3) １チーム５名編成とし、３名によるリレー方式とする。 ウ）大会開催に要する経費については、応分の負担をすること。

4) 男子、女子とも４５本勝負で試合時間は、２分間（実働）とする。 ６． 用 具 検 査 平成２８年１月１７日（日）午前９時３０分よりメタルジャケット及びマスクの電気抵抗のみ検査します。

5) 男子、女子とも上位３チームが全国高等学校選抜大会の推薦対象となる。 その他、電気剣、ボディワイヤーについては主審がピスト上で検査します。

6) 順位決定方法 なお「競技における事故防止・安全管理について(通達)」に関しましては、各学校におきまして十分ご理解の上

以下の①～④の順序で決める。 本大会にご参加下さい。

① チーム勝数(V･E)÷チーム試合数(M･E)の指数の高いチーム ７． 参 加 申 込 1) 申込み方法

② 個人総突数(TD･I)÷個人総被突数(TR･I)の指数の高いチーム 申込みは所定の「参加申込書」に必要事項を記入のうえ下記に申し込むこと。

③ 個人総突数(TD･I)÷個人総試合数（M･I)の指数の高いチーム

④ 上記すべてが同じ場合は、代表者１名により５本勝負の決定戦を行う。 2) 申込み先

　何らかの理由で選手が２名になった場合は、そのチームを棄権とし最初から 〒455-0823

出場していなかったものとする。 名古屋市港区惟信町2-262  ℡052-382-1355 

５． 参 加 資 格 1) 選手は学校教育法第１条に規定する高等学校に在籍する生徒であること。 愛知県立惟信高等学校内

2) 都道府県高等学校体育連盟に加盟している１年生及び２年生で、大会参加の資格を得たもの。 愛知県高等学校体育連盟フェンシング部　　根岸　和弘　宛

3) ア）年齢は平成１０年４月２日以降に生まれたものとする。 3) 申込み締め切り

ただし、同一学年での出場は１回限りとする。 平成２８年１月８日（金）午後４時までに必着のこと。

4) (公財)全国高等学校体育連盟フェンシング専門部に平成27年度加盟登録をしている学校に所属しており、 ８． そ の 他 1) 宿舎は各自で手配してください。

(公社)日本フェンシング協会に平成27年度に登録している生徒。 2) 競技中の疾病、傷害など応急処置は主催者で行うがその後の責任は負わない。

5) チーム編成において全日制、定時制、通信制の各課程の混成は認めない。 なお、参加者は健康保険証を持参すること。

6) 統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認める。 3) 選手は、必ず引率責任者により引率され、引率責任者は選手の行動に対して責任を負うものとする。

7) 転校後６ヶ月未満の者の出場は認めない。（外国人留学生もこれに準ずる） 4) 試合中の用具の破損は選手の責任とする。なお、電気装具の予備は必ず準備すること。

ただし、一家転住などやむを得ない場合は、特に在学する学校長の許可があれば、この限りではない。 5) 競技の服装

（外国人留学生もこれに準ずる） ① 上下衣、ストッキングは必ず白色とすること。特にストッキングは試合中に膝が出てこない長い

8) 出場する選手はあらかじめ健康診断を受け、在学する学校長の承認を必要とる。 もので、かつ厚いものを使用すること。

9) 参加資格の特例 ② 選手は頭髪に注意し、試合に支障のないようにし、特に頭髪がメタルジャケット表面にかからない

ア）上記(1)・(2)に定める生徒以外で(3)～(7)の大会参加資格を満たし、かつ在学する学校長が推薦する ようにすること。

生徒を別途に定める規定に従い大会参加を認める。 ③ ゼッケンを図のように作成し、各自後ろ足の膝外側に必ず着けること。姓は男子は黒字、女子は

イ）上記(3)ア）の但し書きについては、学年の区分を設けない課程に在籍する生徒の出場は、同一競技 赤字でピスト係が判別できるように記入すること。

２回限りとする。

10)外国人留学生の出場規定 20cm
ア）永住権を有する者は大会実施要項の規定人員までエントリーできる。

イ）一定期間査証（ビザ）を取得し、卒業を目的に日本の高等学校に在籍する者は、大会実施要項の

規定人員の内１名エントリーできる。 学 校 名  5cm
［大会参加資格の別途に定める規定］

1 学校教育法第８２条の２、８３条の学校に在籍し、都道府県高等学校体育連盟の大会に参加を認められた

生徒であること。

2 以下の条項を具備すること。

1) 大会参加を認める条件

ア）（公財）全国高等学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重する。

イ）参加を希望する専修学校及び各種学校にあっては、学齢、修業年限ともに高等学校と一致していること。

また、連携校の生徒による混合は認めない。

第３２回東海高等学校選抜フェンシング大会開催要項

姓 10cm
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